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低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
向
け

た
議
論
が
加
速
し
て
い
る
。

２
０
１
９
年
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
骨
太
の
方
針
で
は
、
18
年
度

で
全
国
加
重
平
均
８
７
４
円
の
最
低
賃

金
に
つ
い
て
、
１
０
０
０
円
の
早
期
実

現
を
目
指
す
考
え
が
示
さ
れ
た
。

　
背
景
の
一
つ
に
、
最
低
賃
金
が
国
際

的
に
見
て
低
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
例

え
ば
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
に
よ
る
と
、
17
年
に
お
い
て
日
本

の
最
低
賃
金
は
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の

平
均
賃
金
の
36
％
で
あ
り
、
50
％
の
フ

ラ
ン
ス
や
45
％
弱
の
英
国
、
ド
イ
ツ
に

見
劣
り
す
る
。

　
だ
が
、
全
雇
用
者
の
所
得
を
総
労
働

時
間
で
除
し
た
一
国
全
体
の
平
均
賃
金

で
比
べ
れ
ば
、
最
低
賃
金
の
姿
が
変
わ

る
。
日
本
は
38
％
と
、
40
％
の
フ
ラ
ン

ス
を
や
や
下
回
る
が
37
％
の
英
国
並
み

で
あ
り
、
34
％
の
ド
イ
ツ
を
上
回
る
。

　
日
本
の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
は
「
総

合
職
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
職
務

遂
行
能
力
に
応
じ
て
給
料
が
決
ま
る
こ

と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
海
外
で
は
、

定
め
ら
れ
た
職
務
内
容
に
応
じ
て
給
料

が
決
ま
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。
ま
た
、

フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
賃
金

格
差
や
賃
金
の
分
布
も
、
日
本
と
海
外

で
異
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す

れ
ば
、
日
本
の
最
低
賃
金
は
低
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
。

　
他
方
、
働
き
手
の
長
期
的
な
減
少
が

見
込
ま
れ
る
日
本
で
は
、
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
て
い
く
必
要
性
は
あ
る
。
単

純
労
働
へ
の
依
存
度
が
高
い
企
業
ほ
ど
、

希
少
と
な
る
労
働
力
の
有
効
活
用
や
省

人
化
投
資
な
ど
が
促
さ
れ
る
か
ら
だ
。

無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
賃
上
げ
の
ペ
ー
ス
に
は
十

分
に
注
意
を
払
う
べ
き
だ
。
最
低
賃
金

は
３
年
連
続
で
３
％
程
度
引
き
上
げ
ら

れ
た
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
有
効
求
人

倍
率
は
18
年
初
に
頭
打
ち
と
な
っ
た
。

日
本
経
済
の
け
ん
引
役
で
あ
る
外
需
は

悪
化
し
て
お
り
、
米
中
摩
擦
の
展
開
は

予
断
を
許
さ
な
い
。
残
業
時
間
の
上
限

規
制
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
働
き
方
改
革

関
連
法
は
19
年
４
月
に
一
部
施
行
さ
れ
、

10
月
に
は
消
費
増
税
を
控
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
下
で
最
低
賃
金
を
大
幅
に

引
き
上
げ
れ
ば
、
消
費
活
性
化
よ
り
も
、

事
業
活
動
の
縮
小
や
労
働
需
要
の
減
少

な
ど
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
悪
影
響
が

目
立
ち
か
ね
な
い
。
経
済
実
態
に
即
し

た
賃
上
げ
率
の
検
討
が
必
要
だ
。
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国際的に見て低いとは
言い切れない最低賃金
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平均賃金は内閣府「国民経済計算」の賃金・俸給を総労働時間で
除して算出。最低賃金は2017年度の値

日本全体の平均賃金に対する最低賃金の
比率（2017年）

38%

最


